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おおむねりゅうとうむなかぎ

首里城正殿大棟龍頭棟飾り１こついての考察

西村貞雄
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しぴ

仏殿等には鳥の尾の形をした鴎尾等が大棟の両端}と

取り付けられている。しかし、首里城正殿の屋根に

は、尾に勢いと緊張感のある形ではなく、大きな

龍頭が取り付けられ、大棟の両端に棟を噛む、勢
からＩ」ふう

いのある形で存在している。まﾒﾆ、正面唐破風の

屋根にも龍頭があり、大きな口を開け威嚇する構

えをとっている。

首里城正殿では何故龍頭なのか。鴎尾でも鱸で

もなく、形態も繊細な形はとっていない。棟飾り

はいずれの地域でも水との関係がある。龍もまた

水と深い関わりがあり、この事によって首里城正

殿に龍を取り入れていると思われるが、最も大き

な要因としては、歴史的背景から琉球王朝時代の

交易を通して、政治や社会面などに中国の影響が

著しかったことが挙げられる。特に紫禁城に皇帝

の象徴として龍が施されていることも、要因とし

て考えられる。首里城正殿に龍が取り入れられた

のは、王城として、王の象徴と同時に守護を目的

としたためと考えられる。

古来中国＠では、水から連想される雨、雲、雷
（稲妻）を龍の象徴とし、これらを基に、水神の

、はじめに

城や宮殿、仏殿等の屋根の形には、それぞれの

国や地域によって育まれた形態がある。そこには、

その土地の風土によって造り上げられた背景があ

り、歴史がある。

首里城正殿の屋根は、自然現象と歴史的変遷の

中から形造られた。その形は、守護と共に象徴的

な意味をもっている。屋根は、その構造や大きさ

を見ただけで、人間が庇護されていることを象徴

しているものと考えられる。人々は特に、雷雨や

豪雨、暴風などの時、屋根の下にいると、安全に

守られていることを感じる。この印象をなお力を

込めて象徴的に強調したのが、屋根の要に当たる

飾りの部分であろう。その象徴的な存在の一つと

して龍頭棟飾りがある。この稿では、他に例の無

い首里城正殿龍頭棟飾りについて考察する。

=、龍頭棟飾りの意味

しゃちほこ

日本の建築瀞iとは､城では天守に鮠、宮殿や

DepartmentofSculpture，ＯｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.，Univ・oftheRyukyus．
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首里城正殿は、板葺き屋根の時期もあり、火災

による恐怖もあったと思われる。焼物の技術導入

によって屋根が瓦葺きに変わり、より良く堅牢な

ものを取り入れる事によって、屋根の形や棟飾り

にも工夫がもたらされたことが、龍頭としての風

格を作っていったのである。

性格を備えた龍についての形を、具体的に造り上

げていったと考えられる。強い要素をとりいれた

架空動物（龍）には、アニミズム的思想が入って

くる。強い力を持った龍は、自然の脅威から人々

を護ってくれるとされ、皇帝の象徴として、また

屋根の要として取り付けられたと考えられる。

最も原形をとどめている写真をもとにして造った縮尺石膏像③

明治末撮影｢写真集沖縄９より
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･龍頭に関する名称 たて鋲沙

】圏！

鱒雪の先端．百＜。

Ｍ

嵐
れ

峰槙腹板犀

･龍柱に関する名

笥間の瘤状‘

HZ卍

三、首里城正殿の屋根 があり、その中で育まれた形となっている。木造
し

本瓦葺きIと唐破風を取り入れ、大棟と唐破風の獅
しぐも

子ロIと龍頭を配置して、中国的要素と日本的要素

を取り入れて独自の形態を造っている。

龍頭棟飾りは、一見、ただ装飾的なだけのもの

に見えるが、装飾的な添え物ではなく、建築の一

部として重要なものである。屋根の稜線の美しさ

屋根の形はどこの国でも象徴的な意味と、守護

としての意味を兼ね備えて持っている。首里城正

殿は人母屋造りで、赤瓦を配し、漆喰で固めた重

厚味のある屋根である。板葺きから漆喰で固めた

赤瓦になるまでには、時代背景と自然条件の制約
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を作る要素もここにあり、屋根の要に当たる所で
もある。

日本の艦は天守に鱸があり､魚の反り返つ
しやらほこ

ﾌﾟこ姿をとり、尾に勢いがある。また唐招提寺金堂
しびくつがた

には鳥の尾が曲ったようtj:形の鴎尾（沓形ともい

う）があり、いずれも先端が反り返って緊張感を

与えている。また、隅棟の形にも反り返ったもの

が多く、屋根の特徴を作っている要素となってい

る。しかし、首里城正殿の隅棟は僅かに反りが入

っているだけで、龍頭棟飾りは、むしろ量的な形

で大棟の両端から中央に向けて勢いを与えている。

つまり、隅棟が外に広がりを造るのに対して、大

棟両端の龍頭棟飾りは内側に力を溜め込み、唐破

風の獅子口にあたる龍頭が､樹庵に向かって大きな
□を開けて威嚇する構えをとる形で構成されてい

る。龍頭は低く構えさせた重厚味のある形であり、

それには素材（赤瓦、漆喰）との関係と、台風等

の気象条件とが要因として考えられる。中国の屋

根には、龍が頻繁に使われている。紫禁城の太和

殿の屋根にも龍が造られているが、大造りではな
ぜいふん

く、こじんまりとした形で、正吻と一般lとIま言わ

れている？龍そのものを形造るのではなく、アレ

ンジした形で造られ、顔面が棟を噛む形をとって

いる。正吻の側面には、龍の全身の浮彫が施され

ている。紫禁城の他にも、龍そのものを細長くし

た形をそのまま取り付けたものがある。

首里城正殿の龍頭棟飾りは、中国の影響を受け

ているとも考えられるが、龍をそのままの形で再

現しているのではなく、工夫に工夫を重ね、独自

の形態を造り上げている。しかし、何故量的な形
そのひやんう士も

態力f取り付けられたのか、それは園比屋武御獄石
しふん

Ｐ３の棟石両端にある鵬吻にも共通するところであ

る。鴎吻の形態は、一見、鮠にも似ているが、尾

の立上がりはあまり無く、僅かに弧を描いた形で

あり、中国の漢時代の形を受継いでいるようにも

みえる。園比屋武御嶽石門は、木造建築の唐破風の

様式を模して造られている。このように木造建築

を模して造られているという点では、中国の泉州

市開元寺にある石塔にも類似しているが、様式的

には日本の建築を、材質や表現には中国的要素を

取り入れている。園比屋武御嶽の棟飾りは材質に

合わせて量的に造られていると思われるが、形態

の発想は風土からの要素も大きく、龍頭棟飾りに

も共通するところである。

龍頭棟飾り

認
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･屋根・棟飾り比較

韓国仁政殿

日本弘前城③
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中国

龍全身をいれた棟飾り

TJJliiniiiiliiiiill
霊雲喜

一L:.■

鰯夢

棟飾り拡大

鴎尾

曇,鐘：鍵とJ□.､J1鋪
日本唐招提寺金堂
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二当

正吻拡大図
棟飾り拡大正吻⑤

中国太和殿
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棟飾り拡大

鴎吻

園比屋武御嶽石門

四、龍頭棟飾りの形態について に耐えられる形、守護としての意味付け、王城と

してのシンボルなど諸々の要素が付加され、［朝

時代の英知と洗練された技量によって培われたも

のである。屋根の占める面積と瀧頭との比率は、

【渚外国の建物には無いものである。

大棟の龍頭は、屋根の中心に向かって構えてい
ひさしくだりむれ

る。大棟の両端にある庇から降棟を登り、大棟Iこ

ri1f1城正殿の馳頭棟飾りの様に大きくて量的な

棟飾りは、他に類例が無く、独自の風格を作って

いる。この形態は、Ｅ朝文化を象徴する形であり、

形態に拘りをもつことの産物である。

瀧頭の形態は、台風や豪雨、炎ＲＦの気象条件

－１１４－
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傾斜していることによって、精惇さが一層引き立

っている。険はほとんど水平に造られ、鋭い眼球

が睨み付けている。上唇は棟の水平線にそって位

置づけられ抑場が与えられている。尖的な口先、

堅牢な鼻、鋭い眼球、精惇な霞は、独自の風格を
あＧ「よううん。「よう

作っている。この龍頭iとは、阿形、咋形の表現が
AIX

あり、牙の開閉と唇の抑揚、霞の変化で区:Ｉをつ

けている。自ら工夫した形態への拘りは、王朝時

代の美意識の高まりであり、単発的に出来るもの

食い込んで噛んでいく形に龍頭を造り、屋根に張

り付くような形で、勢いと精惇さを造っている。
〈ぴ

降棟と龍頭の頚の内側に当たる箇所、凹部|こなっ
ふくばん

ているところｶﾒ、龍の腹板であり、強い曲勢を造
せびれ

って、背鰭が描く弧の印象を高めている。＃'１の頸

は、柱を伝わってくる胴体を連想させ、大棟を抱

え込むような感じを与える。顔面は分厚くは取ら
あご

ず、大棟に馴染ませており、顎は棟の延長線_上に
あごひげ

あり低く構え、下顎の顎鬚が瓦に張り付くようIこ
たてがみ

連なり、放射する形は顎から霞に弧を描くよう１こ
つの

反り返り勢いをつけている。角や耳が外に|;I|かい

ではないと考える。

･龍頭の構える形態

縮尺石膏像

⑪
頚

龍頭は、単なる飾りではない。何故、髄でなければならな

いか、歴史的にも、形態的にも、意味がある。この龍は、降

棟の上を這って棟を噛んでいく形態である。頸の曲りに勢い

があり、それに伴って顎を低く欄え、棟を飲み込んでいく様

子である。矢印の方向がそれを示す。

－１１５－
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鱈
L(亀二百五

ｂｉｒ７夢唖５１Ｗ

龍頭棟飾りの頸の表現

大龍柱（阿形）の

頚の表現

○印の箇所は、頸の位置である。

その曲がりに前脚が宝珠を握っ

ている状態を示しているｃ
頚

･龍柱の構える形態

こうらん

龍柱(よ勾欄の親柱として考えられた独自

の形態である。頭部は鎌首を侍上げて構え、

威嚇している形態で、矢印の方向が示すよ

うに、上部の丸くなっているところが頚で

ある。

五、形態の変遷 るが～幸にしてガラス乾板で保管されているもの

もあり、拡大し「紬に検討するのに効果があった。

戦前までの写真は、白黒写真であるので、古びた

建物に生えている苔や色の退色で、細かい形を判

断することに時間を費やした。写真は形の判断を

するために、同一写真を濃く、薄く、その中間と

三段階に分けて現像した。龍頭棟飾りのみを大写

龍頭棟飾りの復ﾉﾋに当たっては、最初の手掛か

りとして、今まで撮影された写真を収集する事か

ら始めた（竹Ｉｌ１城正殿実施I没計「彫刻」報告書参

照)９明治､大,'三､昭ｷﾞ'１(戦前）と撮影された写
貞は、写りL集として印ｌＩＩ１Ｉされ出版されたものもあ

－１１６－
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にした写真は少なく、正殿全景を写した写真の中

から部分拡大していく作業から入った。いずれの

写真の龍頭も漆喰で造られているようで、苔（黒

色或いは白い銭苔等）や汚れ等が付着していて、

細部の判断が難しかった。また、撮影年不明のも

のもあり、龍頭を年代順に位置付ける事も容易で

はなかった。

復元は正殿再建時の1712年を基準にすること

が決まっていたが、資料によっては、古いものも

取り入れる事になった。この龍頭棟飾りにも変遷

があったようで、首里王府の史書「球陽」による

と、1682年に正殿大修理の際、平田典通によっ

て「五彩」の焼物とした記述があるため、今回の

復元では、釉薬（うわぐすり）を施した焼物にな

った。しかし「球陽」には、龍頭の形態について

の記録は無く、形を判断する基は、残された写真

に置くこととなった。彩色が施された眼球部分が、

残片遺物として琉球大学風樹館に保管されている。

これは、故山元恵一教授が収集したものであるが、

眼球の大きさから判断すると、龍頭の物としては

小さく…正殿の規模が小さい時の龍頭の物なの

か、或いは、降棟の獅子の眼球とも受け取れる。

龍頭の資料としては、この他に昭和８年頃作成さ

れた「国宝建造物沖縄神社拝殿図｣⑦（以下「拝殿
図」という）が挙げられる。

龍頭の写真の内、首里琉染蔵の明治撮影のもの

と、「写真集沖純｣①の明治末撮影のものは同一
である。文化庁蔵で撮影年不明の写真が２種類。

大lnl年撮影と13年撮影のものが「沖縄文化の遺

寝Pにあり、龍頭に変化がある｡文化庁蔵の昭和
修理後の写真と「写真集沖縄」は同一写真であ

る。

龍頭の写真は、６種類残されている。その中で

最も粘惇で威厳を感じさせるものは、明治から大

正11年までに撮影された写真である。現在、健在

である80歳代の古老達が、首里城（明治末から大

正時代にかけての正殿）は「あの当時でも、建物

は古びて１００年以上経っていたのでは」と述べて

いる。この様な1jji情を踏まえて写真を見ると、首

里琉染蔵（明治、写真①）と「写真集沖縄」、文

化庁戯（撮影年不明、写真②)、「沖縄文化の遺宝」

（大正11年撮影、写真③）の龍頭には、造り変え

られた痕跡は見えない。それぞれ撮影角度の違い

Iまあるが、同一の龍頭である。

琉球国王は明治12年（1879年）の廃藩置県に伴

い居を東京に移し、国王の存在を無くした首里城

は、明治12年から29年（1896年）まで「熊本鎮台

分遣隊営所」となる。その後、首里市立女子工芸

学校、沖縄県立工業徒弟学校、首里第一等常高等

小学校等として使用されてきた。大正12年（1923

年）に首里城が老朽化したため、首里市は正殿の

解体を議会で決議し、取り壊す事になった。この

愉報を知った鎌倉芳太郎は伊東忠太に連絡をとり、

取り壊しを中止させたが、すでに龍頭棟飾りは壊

されかけてい燭龍頭棟飾りは大正13年(1924年）
に再び造られたが、王朝時代からの職人の技術は

途絶えていたため、本来の姿には戻らず生命感の

無い形になってしまった。大正11年（1922年）撮

影の龍頭及び降棟の獅子（写真③）と、大正13年

（1924年）撮影の写真（写真④）とを比較すると、

獅子には変化がなく威厳を備えているが、写真④

の龍頭棟飾りは口元が偏平になり、龍の面影は無
えび

く海老を思わせる形となり、威厳や迫力も無し､形

態となっている。その後、修復を重ねるごとに、

龍頭の形状は崩れる一方である。降棟の獅子も同
じ変遷を後に辿っている。

撮影年不明（文化庁蔵）の写真（写真⑤）では、

龍頭は棟に合わせて低く構えているが、龍全体の

比率が狂い、霞が背びれに流れ、精惇さを無くし

ている。また眼球に鋭さが無く、口元にも力が入

ってない。特に顎に盛り上がりが無く偏平で、生

命感が無い。昭和修理後（文化庁蔵）の写真（写

真⑥）も、全体に勢いが無く、丸い眼や鼻の穴が

目立ち、ロ辺部が反り返って生き生きした要素を

失っている。頸の放射状の腹板にも曲勢は感じら

れず、霞にも動きが与えられていない。

以上の様な過程を見ると、Ｅ朝文化の名残を]こ

めている形態は大正１１年までであり、その後は形

骸化した状態で、生命感のある形状を鯉〈して、

本来の棟飾りの意味である守護や権威の象徴とし

ての形態を途絶えさせてしまっているのである。

第二次世界大戦ですべてを失った沖縄にとって

は、本来の龍頭棟飾りの形態を再現するリドに大き

なJ愈味がある。それは筒里城IE殿だけにあり、そ

の時代にしか造れない形態だからである。
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￣

彊濁圏

写真①明治首里琉染蔵

『－－~

写真③大正ｕ年「沖縄文化の遺宝」より

蝋懇
写真④大正13年「沖縄文化の遺宝」より
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‐
鼻
附
目
Ⅲ
一

写真②撮影年不明（文化庁蔵）

写真③大正11年「沖縄文化の過宝」より

内繊醗

鞍;。

写真④大正13年「沖縄文化の遺宝」より
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後面写真撮影年不明
《。・雫

●

鯵蝋
朧「一“．一一》

可

写真⑥昭和修理後（文化庁蔵）

｢拝殿図」より（昭和解体修理前の実測図面）
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Ｉ愛l鐵蕊
犠側壕字蕊

写真⑤撮影年不明（文化庁蔵）

鱸
写真⑥昭和修理後（文化庁蔵）

｢拝殿図」より（修理後の図面）
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~｡?〔

写真③大正11年「沖縄文化の遺宝」より

『

写真④大正13年「沖縄文化の迫宝」より

大正11年（写真③．③－１）撮影と大正13年（写真④.④－１）撮影の写真を比

較すると降棟の獅子と唐破風上の龍頭には変化はないが、大棟の龍頭が造り変ら

れていることがわかる。大jnl年までの龍頭棟飾りが、原形をとどめていて威厳

を備えている。
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写真③－１大正11年大様龍頭と唐破風上の龍頭

・閃

Ｐ
・
』

写真④－１大正13年大棟龍頭と唐破風上の龍頭
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･龍頭棟飾り部位の比較

り上がり

らみつけ

頚のカーブが

勢いがある

って力

腹板 草がはえている 強さを与えている

大正11年（1922年）「沖縄文化の遺宝」より

草がはえている
；しない

水平で

さがない

顔がのっぺりしている

大正13年（1124年）「沖縄文化の適宝」より
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険
威

胃l量女士

な感じで

を感じない

偏平で

力が入っていない

唇の抑揚にしまりがない

搬影年不明（文化庁蔵）

鼻の穴や目が丸〈

なり過ぎ、威

無くしている

HMI

、

唇が反りすぎて

強さを感じない

的で

がない

下顎に力がない

昭和修理後（文化庁蔵）
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化があっても、大棟を噛んで低く構えさせている

点では共通している事が解明できた。龍頭は、首

里城正殿の屋根の面積に対しての大きさの比率を

念頭に置く事が、最も肝心である。龍頭の形態の

把握がなければ、屋根の要としての位置付けがで

きないと考えられるが、ややもすると高く、大き

六、石膏原形製作の経緯

平成４年完成した首里城正殿の復元に際して、

筆者は龍頭棟飾りの縮尺石膏原形を製作した。製

作にあたっては、写真の龍頭の形態を分析する事

から始め、大正13年以降の龍頭において形態に変

霞

繊溌
言間くこ霞蕊iiil鍵塾

|liiiii篝iiilii篝li轤蕊

鎧麓
臣LAつｆ主Ｗ、君

鐇騨鑿蕊籔ｉｌ》

心：

;鵜： ｆ-,：＝,鋲もJ`,－５

原形の形態を分析すると、龍頭が細長いという印象を与える。長さの比率は、棟の延

長線上にたって顎を中心とすると、口の先端までの長さと、頚の外側の位置までが同

じ長さである。

龍頭の□辺部は薄く、眉間から額にかけての稜線は頚につながって弧を描いている。

更に顎から霞にかけて反り返る様に弧を描く形が、最も基本的な要素である。

－１２６－
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くとらえる傾向がある。大き過ぎ高過ぎる龍頭で

は、首里の高台の気象条件が考慮されていない事

となるし、建物全体の調和が欠けて重たくのしかか

る。王朝時代もここに視点があったと考える。

復元製作に当たって写真を検討してみると、明

治期の撮影から大正11年に撮影されたものが、王

朝時代の龍頭の原形を残している事が分かったの

は、前述の通りである。その原形の形態を分析す

ると、龍頭が細長いという印象を与える。長さの
あど

ﾋﾋ率は、棟の延長線上にたって顎を中心とすると、

ﾛの先端までの長さと､鎧の外側の位置までが同じ
長さである。形を見ると口辺部が薄く、眉間から額

にかけての稜線は頸につながって弧を描いている。
たてカ氏み

更に顎から霞iとかけて反り返る様に弧を描く形が、

最も基本的な要素である。細部に当たっては、唇

の尖端の形や抑揚に留意し、下顎の付根を締める

事、頸の内側に凹部を造り、腹板を放射状にする。

険はほぼ水平にし、眼球は大棟の中央に向けて鋭
つの

<する。耳や角の角度は、棟と唇の先端の交わる

所を支点にして傾斜を作る。震は、顎が中心とな

っている垂直線上で額と交わる接点を付根にし、

波状の立上がりを造って盛り上げる。要所要所を

抑さえて起伏をつくり、全体を引き締める。龍頭
らよう

の上面Iま、国内調査の際|と見た、鹿児島神社の手
丁や かけひ

水舎}とある懸樋の石材龍頭を参考lこしたが、細部

の形状に違いがあったため、筆者が過去に復元し

た園比屋武御鍬の棟飾りにあたる鴎吻の形状にも

共通する部分があったので参考にし、総合的に判

断した。

石膏原形の製作にあたっては、粘土で縮尺復元

製作したものを、平成２年、首里城正殿実施設計

の段階で、縮尺石膏像として製作した。その際は、

「龍頭棟飾り」のみを検討し、台座にあたる屋根

の部分は拝殿図に添った形で仕上げた。しかし、

後になって屋根の図面は、実際の工事にはいって

から使われた図面とは違い、途中で訂正されてい

たことを聞いた。

凹になり、

勢を作る。

ﾖの内Ⅲ

鱈
棟

、
二

宍〃け

（

降棟

。□辺部は、棟に添って薄い肉付け（形成）ではあるが抑揚があって勢いがある。
ひげ

･鑑ｶﾒ放射状になっているのも特徴で、長さ、太さによっても表情が異なっている。

原形をとどめている（明治から大正11年まで）ものは、大正13年から昭和（戦前）までの

龍頭に比べて、蕊の長さ、太さ、角度が工夫されている。

･龍頭全体は低く、特に．－→の部分の抑え方によって表情が左右される。

･唇の尖端、鼻、眉毛、眼球等の形は、この龍頭の印象を左右する重要な箇所である。
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･鹿児島神社の手水舎にある懸樋の石材龍頭

蕊

側面

一見首里城正殿の龍頭に似ている

様に見えるが、形態の違いがわか

る。

正面上から

－１２８－
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･縮尺復元製作過程

全体の形を戦前までの写真を基に大まかに造り検討する。
とHゾ

との時点ｶｺら触覚髭を取り付ける。

徐々に細部も造り、全体の雰囲気を掴む。残された写真

と出来る限り近い状態で見て造るが、肉眼で見るのと写

真とでは違いが生じるので、その都度同角度からの写真

を掘り、判断する。

完成像

鱗等も完全に付けて検討した結果、頚部の曲が

り具合に勢いが無いことに気付き、直す。また、

内側の放射状の腹板も、凹凸をはっきりさせ頚
せびれ

って造り直し、背鰭の曲線のii樹郭を大きく盛り

、迫力を感じるようになった。

の流れに添って造り直し、

上げた結果、迫力を感じ４
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･縮尺復元石膏像

1i11l鑿i鑿1霧篝篝iii!；
ZQにNwlK牙U*１１

側面像

斜側面像

後面像
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現在は、正殿全体が造り立てで、壁のベンガラ

色や瓦、漆喰等も真新しく、唐破風も色鮮やかな

ため、色彩の効果で、龍頭が大きすぎ浮いて設置

されていることに気付きにくい。

龍頭は、釉薬を施した陶製である。明治、大正、

昭和（戦前）の龍頭は漆喰で造られている様であ

るので、陶製とは質感や色彩による面積量の感じ

方の違いがあるにも拘らず、龍頭を低くさせては

おらず、屋根に張り付くように構えさせる事も配

慮されてない。その結果、復元とは程遠いものと

七、現在設置されている大棟の龍頭に

ついて

首里城正殿の全景を見ると、製作時の資料に使

った写真にある龍頭より、龍頭がはるかに大きく

造られている。二層になっている屋根の上層だけ

と比較しても、明治、大正、昭和（戦前）のいず

れのものより龍頭が高く、浮いて設置されている。

また、降棟の獅子の大きさと比較しても大きく、

屋根の面積に対しての大きさの比率を考えても大

きく見える。 なっている。

韓国仁政殿の屋根

平成４年復元首里城正殿の屋根

中国皇極殿の屋根

；’
日本唐招提寺金堂の屋根

屋根の面積に対しての棟飾りの大きさを比較すると、

首里城正殿の棟飾りがいかに大きいかが分かる。
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③棟の延長線としての位置付けがない。また、
ひさし

屋根（庇も含めて）の傾斜しih二延長及び瓦

の大きさと本数に対する認識がないし、降

棟の延長も造られてない。

この様な状態を見て、修正に手を貸し、提言も

したが、根本的な改善にはならなかった。

改善できなかった理由

①骨組みが硬いポリエステル樹脂で覆われて

いるため、根本的な修正ができない。

②龍頭を石膏像の比率に近付けるには、頸の
たてがみ

部分と霞|こ量を足さないと調整ができない

が、量を足すと設計図の寸法と違いが生じ

る。（結果として量を足したのが現在設置

されている龍頭である）

③修正しても、大きすぎて締まりのない形態に、

石膏による型取りがなされたので、石膏型

からもう一度、粘土におこし、修正するこ

とを求めたが、工期と費用を考えると再度

の製作はできないとされ、現在取り付けら

復元作業は、縮尺石膏像と屋根の図面を基に長

さ約3.2ｍ大に製作する事が、請負業者によって進

められた。筆者は、縮尺石膏像を造った事もあっ

て、製作途中の様子を二回見たが、

・製作する場所としては、

①龍頭全体が一目で見渡せない。

②龍頭が前後左右から確認がとれない。（可

動式でなく、固定されている。）

・製作に当たっては、

①龍頭の骨組みが、木材によって造られ、そ

の上からポリエステル樹脂（FRP）で牙、

髭、角等の細部まで形成されている。

②さらに、その表面を土粘土によって肉付け

（形成）し、仕上げる工程をとっている。

以上の様な状態であった。また、士粘土による

肉付けを見たが、その時の製作状況は、土で細部

まで表現されているが、筆者の製作した石膏によ

る縮尺復元像とは、似ても似つかない形態であっ

た。

れた形になっている。①全体の比率が石膏像とは、違っていた。

②顔面が極端に大きく、頸の曲りも極端であ

る。

流し

ドア

ドア棟飾り

龍頭

唐破風

龍頭

窓

窓

龍頭棟飾りが製作された工房配置図

狭い部屋であるので、棟や瓦の位置づけがで

きない状態で製作された。
窓 ドア棚

道具置き
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縮尺石膏像 飽頭正面

_一惠－－■■￣=一一一一………ﾛ塙

側面、後面が見渡せず、正面の写真を撮るにも壁が邪魔

をして十分な間隔がとれなかった。
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;IlIIIii鐘iＩ鯵

縮尺復元石膏像

妙
頸

棟の位置

ELの{11酒⑰こびけ
頸到腎 惑

平成２年11月26日に始めて見た製作状況。棟、瓦が位置づけられていない。龍が棟を噛むという

条件からすると、棟の延長線上に龍頭の顎が位置づけられる事が、最低限の条件である。瓦の傾斜、

本数を考慮して製作しなければ顎鬚は屋根になじまない。

上掲の縮尺石膏像と比較して写真からみても顔面部がやたらと大きい。また頸の曲りが極端であ

るため、頭の比率が狂っている。その比率を修正したが、骨組みが硬いポリエステル樹脂で造られ

ているため、改善する事ができなかった。したがって、唇の先端、鼻、眉間、霞、顎、口辺部の周辺
辺等の特徴もだせなかった。
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平成２年11月26日の状況。筆者が顔面部を修正したが、根本的に形が直せない状態。

平成２年12月23日の状況。口辺部が大きく、全体も極端に大きい。

平成２年12月23日、一月後の状況である。反対側を修

正しただけで、全体の比率、顔面部の大きさや顎の高さ

等、改善されていない。やむなく頚に量を加える事によ

って、長さの比率は原形に近付けられたが、加えた凪に

よって底面積及び霞の高さが設計と違ってきた。しかし、

関係者はこれで良いとした。部位の特徴も修正されない

ままに型取りされる。

改善されなかった箇所は、焼物にする時点で修正可能

だと関係者が言ったのが、現在設置された龍頭であるが、

表情のちがった形態になっている。

上から見た頸の底面。

斜線部分が量を加えたこと

によって大きくなった。
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うんきよう

龍頭棟飾り・U21二形

阿形（ロを開いて構える）、畔形（口を閉じて構える）については、一般的に口の開閉によって

表現されるが､屋根の棟に取り付けられている形態であるので､阿形･畔形の形状にはさほど変化は無

く、牙の開閉によって表現され、わずかに口辺部の抑揚や眉間、醗等に変化を付けて阿形・畔形の

形態を造りあげている。現在設置されている龍頭にはその面影は全く感じられない。それは一つの

型から二つの龍頭にしたからである。
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錘

鶏篭蕊鐵議

あげよう

龍頭棟飾り・阿形
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<Arりむね

瓦を葺いた職人lこよれば、降棟と龍頭との

接点には、約20(ｍの隙間があり、漆喰で埋

めてある。（白い部分が隙間）

大正11年（沖縄文化の遺宝）

最も原形を備えていると考えられる

龍頭の写真は、低く構えている。それ

と比較するために、現在設置されてい

る龍頭を写真に撮り、下記の条件に当

てはめて写真を切り張りしてみた。
あご

・顎を棟Iこ合わせて水平Iこ位置付け

る。
あごひげ

・下顎の顎鬚を屋根の瓦lと張り付け

る。

・降棟と龍頭との接点の隙間を無く

す。

白く見える部分は、ずれが生じたも

うんざよう

Ｄｆｌ二形

白く見える部分は、ずれが生じたものであり、龍頭がいかに低く構えていたかがわかる。

部位（唇の先端、鼻、眉間、眼球、額、霞、口辺部の周辺、牙、顎等）の特徴は、原形とはほど遠い

ため、復元とは言えず、創作と言う他はない。

－１３８－



西村：首里城正殿大棟龍頭棟飾りについての考察

Ｑ

撮影年不明（文部省）

あげよう

阿形
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鱸鍵篭蕊肇i鑿露
畔形阿形

結果として、型取りする前の龍頭と現在設置されている龍頭は、基本的には変わ

らず、次の様な欠点が生じた。

・顎が棟より高い。

・下顎の顎鬚は、屋根の瓦に張り付いていない。

・龍頭全体が屋根より浮いている。

・首里城正殿全景で見ると、龍頭がはるかに大きい。

八、屋根（龍頭）の色彩 青、赤、黒が使われている。

・黄色はもっとも重要な色である。権力、偉大さ、

富をあらわす色とされる為、帝王を象徴し守護

する色として、王の装束、使用する物、住居

（宮殿）に使用されている。

・緑と青は永久、平和の象徴であり、帝王の宮殿

の屋根瓦はたいてい緑と黄色である。

．赤は、歓喜と多幸な生活の色である。

・黒は、破壊、壊滅の色である。

・白は、純潔と光明の色であるとともに喪の色で

ある。

中国では以上のような目的で色彩が使われてい

る。また色彩がその効果を発揮できるのはその色

を見る事が出来る範囲内とされるので、中国では

きらびやかな色調が非常に尊重され、けばけばし

い色彩が多用されている理由もここにある。

琉球は中国の影響を受けていると考えられるが、

どの様に色が使われていたのか。「五彩」は黄、

緑、青、赤、黒の五色として簡単}こかたずけてい

いものか、陶器の三彩風と考えた方が良いのか、

判断が難しいところである。

中国の紫禁城の屋根は、黄と緑で統一されてい

龍頭棟飾りは前述したとおり首里王府の史書

「球陽」に、1682年の正殿大修理の際、平田典

通によって「五彩」の焼物とした記録があること

や、出来るだけ古い資料を取り入れるとの申し合

わせによって、今回の復元では、釉薬（うわぐす

り）を施した焼物とすることになった。しかし、

龍頭棟飾りの焼物としての形態は、「球陽」には

無く、明治時代以降の写真に基づいて形態を復元

することになった。残された龍頭の写真は、漆喰

の様であり、彩色が施された痕跡は確認出来なか

った。残辺遺物に彩色が施された眼球部分（琉球

大学風樹館蔵）があるが、群青、緑青の色は残っ

てはいるが、薄く、焼きもあまい。

今回の復元は、「五彩」を取り入れるという事

になったが、釉薬をどの様な色にするか、或いは

龍頭の形態との関連は十分検討されたかは聞いて

いない。

中鍜は､棟飾りや隅棟に施される鬼龍子等に
きりゆうし

は、それぞれに一定の色の釉薬ｶｺﾞ施されている。

それぞれの色には意味があると言われ、黄、緑、
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て、瓦や彫刻等の模様が細かく、色も細かく塗ら

れ、軒や棟等全てきらびやかな色調である。それ

に比べ琉球王朝時代の首里城正殿は、龍頭棟飾り

に代表されるように大造りであり、､瓦の遺物を見
ろり

ても中国の瑠璃瓦のような釉薬が施されて|よいな

い。また、木造部分には日本的要素が取入れられ

ている。この様に考えると風土や素材からくる形

態や色彩感は紫禁城と同じと言うわけにはいかな

いし、また紫禁城の屋根は全体に釉薬が施されて

いるのに対し、首里城正殿は、龍頭棟飾りだけに

釉薬が掛かる事によって、瓦と質感の違いが生じ

ている。出来上がってすぐの時点では龍頭棟飾り

と瓦は調和が取れるとは言いがたいが、時間の経

過により古色が付き、また退色した時の事を考え

ると、龍頭棟飾りが低く張り付く様に造ってあれ

ば、正殿全体の調和はおのずととれてくると考え

る。

iii蕊臺臺iiil鶴
顎が浮いているために、

下顎は細く見える。

平成に復元された首里城正殿と龍頭拡大写真
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提供、助言・示唆を与えてくださった関係者に深

く感謝致します。

九、むすび

復元された首里城正殿を全景で見ると、屋根全

体の面積に対して龍頭棟飾りの占める大きさ（量）

の比率が格段に大きく見え、重たく浮いた印象を

受ける。そのために大龍柱や勾欄全体が小さく見

え、貧弱にさえ感じられる。復元された龍頭は、

陶製になり釉薬が掛かることによって重量感の変

化があり、しかも陶製であるため漆喰と違って硬

い感じを与えるため、正殿全体のバランスに大き

な比重を占める。しかし今回の復元ではその様な

事を無視して、屋根全体を考え龍頭の占める割合

を量的にとらえて取り組まなかった事により、形

態に大きな狂いが生じた。龍頭が棟を噛んでおら

ず、全体が浮いて下顎の顎鬚が瓦に張り付いてい

ないことは、葺かれた瓦の位置付けがなされてい

ないためである。下顎が細く棟に馴染んでいない
くちばし

ために、遠くから離れて見ると、鳥の畷のよう}こ

も見え、龍の面影を無くしている。顎鬚等はタイ

ルを張り付けるように取り付けているので、なお

その感を強く印象づけている。また、これらの事

には、狭い部屋で製作され、しかも固定された状

態であったため、角度や距離を考慮して見る事が

できなかったと言う製作時の作業状況の不備が遠

因としてあった事が明らかに現れている。

首里城正殿全体の美しさには、屋根の関わりが

大きいと思われる。屋根の棟の稜線や、隅棟の角度

による変化によっても随分印象が違い、各国の屋

根の特徴も、ここに関わってくる部分が多いと思

われる。大棟に取り付けられる棟飾りは、形の大

小、量の多寡によって、屋根を美しく見せるか、

或いは荘厳な雰囲気をつくるかの決め手になる要

素のひとつになる。

首里城正殿の龍頭棟飾りは、規模の小さい正殿

でありながら、大きく造って調和のある形にして

いる。台風の襲来が多い気象条件も考えて、低く

構えさせ、おおらかな造りの中に要所を抑え、生

命感のある迫力を備え、独自の形態を造っている。

王朝文化の象徴でもあり、沖縄の風土から生まれ

た造形物を後世に正しく伝え、歴史・文化の中で

造形物が単なる装飾物ではないこと、また時代性

があることが必要と感じる。

なお、この拙論を著すに当たり、写真・資料の
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